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The R
elationship betw
een Perform
ing A
rts and D
ram
as
　
  A
 Study of R
ikugei 　
SA
T
O
 C
hino
　
A
bstract
   T
he  Rikugei m
eans the six skills qualities that prospective aristocrats or scholar-bureaucrats w
ere to ac-
quire in ancient C
hina; i.e., decency, m
usic, archery, equestrian art, calligraphy and m
athem
atics in con-
crete term
s. Japan also accepted the concept and explicated it rather uniquely. Som
etim
es it w
as coinci-
dent w
ith  G
eino  （
perform
ing arts ）.
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   U
nder the influence of the  Rikugei, the signification of the Japanese w
ord  G
eino becam
e the so-called lib-
eral arts in a broad sense, and the m
astered skill of any perform
ing arts  （
G
eino ） in strictly. Since these 
concept and senses sustained strongly, K
abuki could not be classified as a  G
eino cultural accom
plishm
ent, 
at least not in the sam
e E
do period.
   K
abuki and its theatre w
ere translated into  Engeki  （
dram
as ） early in the late m
odern era. It w
as in the 
unique position to be able to called dram
as until a certain tim
e, once honored even at the national theatre. 
A
nother w
ide range of show
s w
as subsum
ed under  Engei  （
am
usem
ents ）. W
hen the new
ly developed w
est-
ern-style dram
a w
as established as m
odern Japanese theatre  （
Shingeki ）, the w
ord “traditional” w
as prefixed 
on“K
abuki.”
   T
he current  G
eino integrates  Engeki and  Engei once divided. T
he  Engei part is still developing; it had/has 
the sturdy flexibility that answ
ers the needs of each age.
　「芸能」ということばは、日常的に用いられている。芸能界、芸能人といった語を見聞しない日はないかもしれない。一方、 「古典芸能への招待」といったテレビ番組もあり、 「日本の伝統芸能」のような名称の講義が大学等で開講されることもある。こうしたタイトルからは、能・狂言、人形浄瑠璃
（文楽）
・歌舞伎といった内容を想像する。
浄瑠璃には古浄瑠璃という区分がある。近松門左衛門の『出世景清』
（貞享二年〔一六八五〕大坂竹本座初演）
を画
期として当流浄瑠璃が誕生し、それ以前の作品は古浄瑠璃と呼ばれるようになった。浄瑠璃といえば、当流と明示しなくても、ふつうは当流浄瑠璃のことで こうした区分が芸能にもあるのだろうか。　
くわえて演劇ということばもある。かつて「日本古典演劇」なる授業の依頼をうけ、ひとたび当惑した。 「日本
古典演劇」とは何か そのイメージをにわかに結ぶことができな ったのである。何をしたらよいか尋ねたところ
390
「あなたは歌舞伎が専門であるから歌舞伎でよい」とのことであった。 「日本古典演劇」の「日本」とは、西洋でも東洋でもなく日本ということで、 「古典」とは近現代ではないということで、 「演劇」とは、詩でも小説でもないということだったのだ。してみる 「西洋古典演劇」
（シェイクスピアなど）
、 「東洋近代小説」
（魯迅など）
、 「日本古典
韻文」
（古今和歌集など）
といった科目も並立していたか、することが多分に可能であったとおもわれる。
　
では「日本」 「古典」 「演劇」は、いずれも他概念との相対的な関係においてとらえられるものなのか。地理的に
日本は東洋の一部をなしており、文化的にもあきらかに東アジア圏に属することが解明されつつあるが、右のような場合、日本は「東洋」から除かれていることがほとんどである。日本史や日本文学など、そ だけで独立しているケースが多いからであろう 。古典は近現代に対する枠組で、国文学の分野では通常、上代・中古・中世・近世までを古典の時代として扱 、それ以降を近現代 する。もちろん時代をまたぐ例もあ し 和歌のように現代歌人にいた きわめて息の長い歴史を持つ形態もある 「演劇」はどうだろうか。和歌と物語
（韻文と散文）
を二つの
大きな流れとする国文学の世界では、すでに上代に万葉集があり、中古に源氏物語があり、それぞれその時代において、またそのジャンルにおいて傑出した作品 な てい 対して「演劇」は 中世から登場したといってよい領域で、能・狂言は中世演劇と呼ぶより 、中世芸能と呼ぶほうがなじ よいよう 感じられる。 が近世に入ると、近世演劇という呼称のほう 一般的 ある。　
芸能ということばは、演劇ということばに置き換えることが可能なのか、芸能 時代の変遷とともに演劇となっ
たのか。そもそも芸能とは何か、芸能には新旧 区分が のか、ここで そう たことを検討してみたい。
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一、芸能の領域
　
芸能という営為、ないし芸能が芸能として成立するより以前の営み、それらは文献資料
（史料）
に先だっておこ
なわれていたことは確実である。そこにアプローチするには民俗学的手法を要する。文献資料によって究明しうるのは、ことばとしての「芸能」は、いつごろあらわれたのかということである。すくなくとも記録されたときには、芸能はまちがいなく存在したということができる。芸能はど ように記述され、どのよう 意味をもって使われてきたのだろうか
（１）
。先行研究における分析も合わせて検討する
（２）
。
　
大陸における古い用例としては、 『史記』における「至今上即位、博開芸能之路、悉延百端之学、通一伎之士咸
得自效、絶倫超奇者為右、無私阿私、数年之間、太卜大集」
（列伝六・亀策列伝）
が知られ、本朝では、九世紀前半
ごろ成立した『令集解』の「医疾令云。凡国医生。業術優長。情願入仕者。本国具述芸能。申送太政官」
（巻六・
職員令二ノ五・摂津職）
が早い。いずれも学術の
わざ
00
と解される。 「亀策列伝」は占いの方法や内容を主題とするが、
ここでは「今上陛下が即位してからは ひろ 芸能 道を開き、百家の学問をすべて採用した。よって、一技に通じている士 、みな 分の能力を発揮する ができ はるかに衆人に傑出している者 上位にのぼり、人に阿らなくてもよくなったので、数年の間に太卜 官は大いに充実
た（３）
」という文脈により、 『史記』原文の芸能とは、
卜筮をも含む当時の学術一般を意味するものと判断でき、 『令集解』のほうは、 「医疾令」における「国医生」の学
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術というところから、具体的には医術を連想させる。　
一二世紀に入ると、 『江談抄』 「吉備入唐の間の事」の冒頭に「吉備大臣入唐して道を習ふ間、諸道、芸能に博く
達り、聡恵なり」
（巻三・一）
と見える。この条は、入唐して楼に閉ざされ、唐人からさまざまな試しを受ける吉
備真備が 『文選』を暗唱してその書写を日本にもたらし、機知をもって囲碁に勝ち、 「野馬台讖
（野馬台詩）
」を
も読みこなし 双六により唐土の日月を封じて帰朝にいたる挿話を述べ、 「文選・囲碁・野馬台はこの大臣の徳なり」と結ぶ。こ では芸能の語義が、いわゆる琴棋書画のような領域へも広がっていることがわかる。　
語義の拡大は六芸の概念と関係しよう。 「以郷三物教万民
〔中略〕
、三曰六芸、礼・学・射・御・書・数」
（ 『周礼』
地官・大使徒）
、 「養国子以道、乃教之六芸、一曰五礼、二曰六楽、三曰五射、四曰五馭、五曰六書、六曰九数」
（同
地官・保氏）
のように、士が身につけるべき六種の技芸として挙げられるのが、礼・楽・射・御・書・数の六芸で、
芸の一文字であらわされる ともある。楽・射・御が含まれていることに目をひかれる。この概念はむろん日本にももたらされ、 『本朝文粋』
（一一世紀中頃成）
に「六芸洋々、幽微之数必挙」
（巻三・九〇）
とあらわれ、 『古今著聞
集』
（一三世紀前半成）
の、 「尺牘の書疏は千里の面目なりといへり。およそ六文八体のすがたをあらはす輩、驚鸞・
反鵲のいきほひをならふ人、わづかに一字の跡をのこして、はるかに万代 ほまれをいたす。もろ ろの芸能の中に、手跡まことにすぐれたり」
（巻七・能書・二八五）
も、諸種芸能のうちの書
（六芸の五）
に言及するものである。
江戸期までくだって 、享保二年
（一七一七）
刊『書言字考節用集』に「六芸
    リクゲイ
    礼楽射／御書数」
（巻一
〇・四六）
の記載が確認できる。芸能は、学術の
わざ
00
から始まって、六芸に接近し、六芸と重なる。そして六芸も礼・
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楽・射・御・書・数のみに規定されるのではなく、これらを越えて〈六芸的なるもの〉ともいうべき展開を見せる。　『徒然草』
（一三三〇年頃成）
の「よろづの道の人、たとひ不堪なりといへども、堪能の非家の人に並ぶ時、かな
らず勝ることは、たゆみなく慎 て軽々しくせぬ
〔中略〕
。芸能、所作のみにあらず、大方の振舞、心づかひも、
おろかにして慎めるは、得の本なり」
（一八七段）
は、芸能の種類を特定しているとはいえない。ただしこの前段、
前々段は馬芸、つまり御
（六芸の四）
について述べる。他方『古今著聞集』の「近代の相撲は、せいなど大きにな
りぬれば、左右なく最手をも給はり、そのわき もまかりたつめり。昔は雌雄を決して、芸能あらは るに付きて、昇進をもつかうまつり かば、傍輩口をふさぎ、世の人これをゆるしき」
（巻一〇・相撲強力・三八二）
とある。相
撲は武芸か しれないが、その起源 神事にある。六芸 外だが、そ 周縁に位置する〈六芸的なるもの〉といえよう。　『義経記』
（一四世紀半ば頃成）
では、平泉の藤原秀衡が正妻腹の嫡子泰衡よりまえに愛妾腹に儲けた西木戸太郎
頼衡について、 「きはめて丈高く、ゆゝしく芸能 すぐれ 大 男の剛の者、弓精兵にて、謀かしこくあるを 嫡子に立てたりせばよかるべき」
（巻八）
との描写があり、これは武芸一般である。別の箇所では、吉野山に捨てお
かれた静御前が、老僧に「御法楽候へ し」と勧められ 「させる芸能ある身 ても候はばこそ」と一度は辞退するが、 「此垂跡は芸有人の、御前にて丹誠運ばぬは、思ひに思ひを重ね給ふ」と説得さ 、 「われ この世の中に名を得たる者ぞかし。神は正直の頭に宿り給ふな ば、斯くて空しからん も恐れ 。舞までこそなく共、法楽の事は苦しか まじ」とおもい直して勤め、その様子は「別して白拍子の上手 てありければ、音曲文字うつ こゝ
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ろも言葉も及ばず」という
（巻五）
。白拍子静の芸能とは、いうまでもなくこんにち的な意味での芸能であり、六
芸の二、楽の当代的な延長であろう。　
さてまた『禁秘抄』
（一二二一年成）
は、順徳帝による有職故実の解説であり、帝王学の書でもある。上巻末尾に
「諸芸能事」という条が立てられている。
第一御学問也
    夫不学則不明古道而
    能政致太平者未之有也
    貞観政要明文也
    寛平遺誡雖不窮経史
    可誦習
群書治要云々
    是彼時 窮末代之大才也
    〔中略〕
凡如此例懶時事也
    只可為宗才
    誠鴻才マテハ不然浅才見
苦事也
    職者又勿論天下諸礼時御失礼
    尤左道事也
〔中略〕
    必々可学
    第二管絃
    延喜天暦已後大略 絶事
也
    必可通一曲
    円融一条吉例ニテ笛代々御能也
    和琴又延喜天暦吉例
    箏同琵琶雖無殊例可然事也
    笙篳篥
未聞
    笙後三条院学給
    篳篥不相応事也
    音曲上古モ有例堀河院内侍所御神楽時
    別有此音曲
    鳥羽後白河催
馬楽雖不窮其曲
    已晴御所作云々
    又後白河今様無比類御事也
    何只可有御意
    笛堀河鳥羽高倉法皇代々不絶
事也
    但箏琵琶何劣乎
    和歌光孝天皇自未絶
    雖為綺語我国習俗也
    好色之道幽玄之儀不可棄置事歟
    此外雑
芸有御好有難無
    無御好無殊事歟
    詩情能書等同殊能也
 
（ 『禁秘抄考註』上）
　
学問を筆頭に、管弦諸種では笛、和琴、箏、琵琶に加えて神楽、催馬楽、今様にも言及するものの、続いて和歌、色好み、幽玄、ほか雑芸、詩情、能書となると もはやあまねく教養を意味するものと解釈せざるをえない。　『日葡辞書』
（一六〇三年刊）
は「
G
ueinô 」を、 「
G
ueiua R
ei, gacu, xa, guio, xo, su. （芸は礼，楽，射，御，書，数）
」 、
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「
N
ôua Q
in, gui, xo, gua. （能は琴，棋，書，画）
」と、芸のほうに元祖の六芸を、それ以外を能に充当して説明して
いるが、包括的には「
Y
oqi xiuaza. （能きしわざ）
日本や
シ（ママ）
ナ
の諸学芸」とし、 『邦訳』は「諸学芸」に、 「原文は
A
rtes liberaes.  自由学科．すなわち，一般教養を目的としたヨーロッパの大学の伝統的な教養課程の諸学科」と訳
注を付している。自由学科、伝統的な教養課程の諸学科とは、文法学・修辞学・論理学の三学および算術・幾何・天文学・音楽の四課を合わせた自由七科のことであり、その定義は古典古代にさかのぼる。一六世紀ポルトガルの教養階級の人々は、 「芸能」を、彼らのリベラルアーツに相当するものとして理解したのである。　
六芸の概念の影響下、芸能ということばがカバーする範囲はますます拡張した。広義の芸能は当時の認識による
教養一般、狭義は任意の芸能のある程度以上の習熟度に達したわざ
00
と、いったんはまとめることができようか。広
義の芸能と狭義の芸能は長く併存した
（４）
。
　
世阿弥はおのれの業とするところの
わざ
00
を、しばしば芸能と称している。 「二十四五／この頃、一期の芸能の、
定まる初めなり。さる程に、稽古の堺なり。
〔中略〕
年盛りに向かふ芸能の生ずる所なり」
（一五世紀初頃成『風姿花
伝』第一年来稽古条々）
、 「物狂／此道の面白づくの芸能なり」
（同第二物学条々）
、 「問。申楽の勝負の
〔立合の〕
手立
はいかに。答。
〔中略〕
序云「歌道を少したしなめ」とは、是なり。この芸能の作者別なれば、いかなる上手も心
のまゝならず 自作なれば、言葉・振舞 案 内なり」
（同第三問答条々）
、後年にも「問。遊楽成於当芸、年来た
しなみの条々、意曲を尽くし、成功を積みて 我意分 をいたす事、ゆるかせならず 云へ共 即座によりて出来時も有、又出来ぬ時も有也」
（ 『捨玉得花』 ）
など。
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だが同時に「
〔秘義〕
云、抑、芸能とは、諸人の心を和らげて、上下の感をなさむ事、寿福増長の基、
〔迦齢〕
延
年の方なるべし。極め〳〵ては、諸道悉寿福延長ならんとなり」
（ 『風姿花伝』奥儀云）
のような、能にかぎっては
いない用例もある。したがって世阿弥においても、芸能は広狭両用であった。それが能を意味する場合は、正確には、広義の芸能に含まれうる申楽の能のわざ
00
を限定する狭義の用法ということになろう。能は舞台芸術であるがゆ
えに、あたかも現代的な用法のように感じられる。
二、近世期の展開
　『五十年忌歌念仏』
（元禄三年〔一六九〇〕初演）
の「某
〔清十郎〕
生年二十五歳、十一歳の春より奉公し。主人の
育み、情にて、商人の道一通り。芸能文字の本末まで人並になりたるも。みなこれお主の御高恩」
（下之巻）
の用
例は、当時大坂の町人にとっての一般教養を示すものと読みとれる。こ は清十郎自身のことばだが、妻お夏も夫について「茶の湯、盤上、打囃子、男の芸に一つで 、瑕なき玉の杯の。酒もよい酒、仮名文書手の萩の露
（同
下之巻・道行お夏笠物狂）
と語る。
　『ひとりね』
（享保後半成）
には、 「人のひく三味せん・人のひく琴も、人の引胡弓なども、心には
〔よし〕
あしは
よくなふても、少しばかりも手まへやりぬればしるるものなれど、口に出 てそし べからず か程よく芸能ありても、人の芸にひなんをいふ事芸者心にて、よき人 こゝろにあらず。職がたきにていやしき事也。余がかきし
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青楼式に、 『大臣はいかにも無芸なるがよき』といふ事も、此こゝろなり」
（上・七九）
と見え、この芸能の指し示
すところは弦楽器
 　
  音曲である。芸と芸能がほとんど区別されていないことも注目される。芸といい芸能といい、
静御前にとっては白拍子のそれであり、世阿弥にとっては能であり、 『ひとりね』の段階では近世初期に渡来して定着した三味線が入る。この系統の芸能の用例には、当代性が反応されるといえそうである。　「〔浅之進は〕
人心付頃より、酒掃・応対・進退の節も、年よりはおとなしく、弓馬の道は云もさらなり、立花・
茶の湯・鞠・揚弓・詩歌・連誹を始として、其余 芸能ぬけめなく」とは、 『風流志道軒伝』
（宝暦一三年〔一七六
三〕刊）
の用例である。一五歳になった浅之進は父母の命により寺に入るが、仙界めぐりを経て風来仙人と出会い、
出家の志を翻す。仙人は「我は治世に育たれば
〔中略〕
、芸を以て家を起さん事を思ふ。しかはあれども、世の俗
人の芸と称する、茶の湯」以下、立花、碁、将棋、香、揚弓、鞠 尺八、鼓、太鼓、 「其他俗の芸」までを否定し、「只人の学べきは、学問と詩歌と書画の外には出ず。
〔中略〕
汝出家を止たりとも、必〳〵芸能を以ほこる事なかれ」
と訓戒する
（以上すべて巻一）
。江戸期に入っても、芸能の領域は六芸的なところにあったことがわかる。
　
この概念がいったいいつまで存続したのか、やや先走るが見ていくと、国民学校の教科の一つに芸能科があり、
その内容は音楽、習字、図画、工作
（手工）
などで、女生徒には家事、裁縫などをも加えたという。国民学校の設
立は一九四一年である。折口信夫は「芸能科の芸能といふ使ひ方 支
（ママ）
那の熟語としての芸能に近いもの」とする。
これは妥当な指摘で、六芸観 残存というべきである。折口 この「 『芸能科』といふ
〔中略〕
語の使ひ方」に批
判的だった
（５）
。
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多彩な中世芸能のなかでいちだんと芸術的に昇華し、戦国時代にも有力愛好者があった能・狂言は、江戸幕府の
式楽として採用され、能役者たちは武士に準じる世襲の身分となった。彼らは江戸城の謡初め
（松囃子）
を筆頭に
しかるべき役儀を勤め、素人への伝授もおこなった。営利目的の勧進能も催されないではなく、町人も能を見物する機会があったことがわかっており、謡本 江戸時代のベストセラーである。武士のたしなみとして格式は高まり、芸能の存続も保証されるようになったが それとひきかえ ように能・狂言は古典芸能化してゆく。先に能について「広義 芸能に含まれう 」としたが、能は江戸期になるといちだんと元祖六芸的な、教養と ての性質を強め、その意味でも芸能と呼ぶにふさわしいものなっていった いうこ ができる。　
当代の娯楽としては人形浄瑠璃
（人形芝居）
と歌舞伎が成長する。浄瑠璃のために書きおろされた脚本が歌舞伎
化されることはひんぱんにあり、 歌舞伎の演出 形にとりいれられるなど、両者の交渉 密接である。動詞「傾く」の連体形「傾き」の名詞化が歌舞伎であり、江戸期の漢字表記は歌舞
妓
0
とすることが多いが、実際に歌舞
伎を意味することば しては、芝居
（しばゐ）
が用いられることがほとんどである。
　
芝居とはもともと芝に居るこ 。
　　 　
大原のゆいしん房のもとへまかりて、帰りてのち、みやこよりつかはし侍りし
　　
故郷へかへるばかりのなのみしてとめし心はおほはらのさと
　　
返し
　　
みやこ人まれにいはねのしばゐしてかへるなごりぞ大原の里
 
（一二〇四年頃成『隆信集』八五〇）
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しばゐする山松陰のゆふすずみ秋おもほゆる日ぐらしの声
 
（一一九九年頃成『御室五十首』一六八
　
詠五十首和歌／中宮権大夫公継）
　
これらがその典型である。そして芝居を席、とくに見物席とすることもある。 『曽我物語』
（鎌倉末期頃成）
には、
伊豆に流人となった頼朝を慰めるために催された、奥野の狩から柏峠の相撲の様子までが記述される。 「 『
〔前略〕
いざや、山陣とりて、頼朝に、いま一献すすめたてまつらん』
〔中略〕
『今日の御酒もりは、かねて座敷の御さだめ
あるべし』
〔中略〕
『これ、芝居の座敷、誰
お（ママ）
上下とさだむべき』 」
（巻一・奥野の狩の事）
。そして宴席の余興として、
弓矢の技が披露され、力比べや相撲もおこなわれる。芝居は観覧席 なっていくのである。　
有名な〈桟敷崩れの田楽〉
（一三四九年）
について、 『太平記』は、 「四条の橋を勧進して渡さんために、新座本座
の田楽ども、老若ともに楽屋を構へ 能くらべの猿楽をぞせさせける。洛中洛外の貴賤男女、これ希代の見物なるべしとして、われ劣らじと桟敷 打ちけるに、五六、八寸の安郡と云ふ材木にて重々に構へ上げて、廻り八十三間に三重に組み挙げたり。
〔中略〕
見物の貴賤上下、喚き叫んで感じける程に、いかかして崩れ初めけん、三重に
構へたる将軍 御桟敷 下桁微塵に打ち砕けて、
〔中略〕
上下二百四十九間の桟敷ども、将棋倒しをする如く、一
度にどつとぞまろびける」
（巻二七・田楽の事）
と伝える。この時点では、劇場に相当する建造物はいまだ仮設で無
蓋だが、貴人用の高い位置にある桟敷席 すでに設営され いたことがわかる。しかもその長さは「八十三間」
（西
源院本）
、階層も三階まであった。 『信長公記』
（一六一〇年頃成）
における、 「丹波猿楽、梅若大夫に能をさせ、家
康公召列れられ候衆、今度道中辛労を忘れ申す様に見物させ申 るべき旨上意にて、御桟敷の内、近衛殿・信長公・
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家康公・穴山梅雪・長安・長雲・有閑・夕庵、御芝居は、御小姓衆・御馬廻・御年寄衆」
（巻一五・二七）
の用例に
は、高級な桟敷に対し、芝居は平土間の一般席であることがよくあらわれている。　『邦訳日葡辞書』は「
X
ibai.  シバイ
（芝居）
　
演劇〔能〕を行う所．または，野外の演技場」とし、芝に居ること
から見物席を指すことになった芝居が、みたび転じて劇場をも意味し 『四座役者目録』
（承応二年〔一六五三〕以前
成）
「宮王太夫、有時、南北ニテ、勧進能ヲスル。役者付ニ出入出来、其日ノ能ナラズ、芝居ヘ、見物ハ、ヒシト
入ル」
（宮王太夫之事）
、 『日本永代蔵』
（元禄元年〔一六八八〕刊）
「其日〔ゑびすかう〕は諸商人万事をやめて
    我分
限におうしいろ〳〵魚鳥 調へ
    一家あつまりて酒くみかはし
    亭主作りきげんに下々いさみて
    小歌浄るり江戸
中の寺社芝居
    其外遊山所のはんじやうなり」
（巻六・二）
などの例を加えると、やがては興行それ自体をも語義
に含めていったことがわかる。　
こうした例は劇書にはじつに枚挙にいとまがなく、ほぼ芝居イコール歌舞伎である。人形浄瑠璃の例がないわけ
ではなく、また相撲も 呼ばれ、見世物興行にも芝居
（一般席）
はあるが、歌舞伎の興行規模が頭抜けて大き
いためだとおもわれる。だが歌舞伎のわざ
00
を芸能と記す例を見つけることができなかった。ただし「芸」とするも
の、歌舞伎役者を「芸者」と称する例ははなはだ多い。　
また狂言という語も、芝居と同等に多義的に用いられた。初期のかぶきは先行芸能たる狂言の作品をすくなから
ず流用した。通説 寛永六年
（一六二九）
に女かぶきが、三年後の承応元年に若衆かぶきが停止となり、承応元
年のときはかぶき興行そのものが禁止された 、一つには若衆を舞台に出さない、二つには「物まね狂言づくし」
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（宝暦一二年刊『歌舞妓事始』 ）
を演じるということを条件として、興行の再開が許され
た（６）
。江戸の芝居小屋が劇場正
面の櫓幕に「きやうげんづくし」と掲げたことは、理由のないことではない。また芝居の作者を狂言作者と称し、その職掌が確立してからは、芝居番付
（興行パンフレットに相当する出板物）
にも必ず狂言作者の連名を明記した。
したがって歌舞伎 おける狂言の本義は、脚本、作品 いうことに る。
芸者其一人となれば、至らぬ芸者そねみ、あしざまにいふ事は〔中略〕 、甚あさましき事也 
（安永五年〔一七七六〕刊『役者論語』 「舞台百ヶ条」 ）
　
下手を相手に取たる時、その下手を上手に見する様にするが、芸者のたしなみなり
 
（同「あやめぐさ」 ）
　
坂田藤十郎は天性の名 にして、三ヶ津心有芸者のゆるした 名人
 
（同「耳塵集」上）
　
或芸者、 に向ひ、貴殿諸芸達し給ふ中に、別而道外の ど名人なりしとほむる
 
（同前）
　
嵐三右衛門は名人なり。
〔中略〕
そも〳〵狂言といふものは、此三右衛門がやうにするもの也といわぬ斗に、
真面になりてする故、おもしろし。其上 もゆる〳〵とする事ならぬものなり。とかく我
〔藤十郎〕
には芸に
分別有てわろしとなり
 
（同前）
　
院本的評論
 
（天明五年〔一七八五〕刊『古今いろは評林』上・序）
　
日本書紀神代上巻云。是時、天照大神略入于天石窟、閉磐戸而幽入焉。故、六合之内常闇而 不知昼夜之相代、略天鈿女命、則手持茅纒之矟、立於天石窟之前、巧作俳優
 
（明和六年（一七六九）刊『明和伎鑑』 ）
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同書
〔日本書紀〕
推古紀
    天皇之／二十年。集少年令習伎楽儛
 
（同前）
　
同書
〔日本書紀〕
皇極紀云。中臣鎌子連知蘇我入鹿臣為人多疑昼夜持剣而、教俳優方便、令解
 
（同前）
　
羅山文集。今歌舞妓、非古歌舞妓。出雲国淫婦九二者、為之
 
（同前）
　
和漢三才図会云。元和年中、有官命、令禁女楽。因男皆著女服、被女鬘、言語・動止、宛然肖美女。謂之女形。 
（同前）
　
鶏かなく吾妻路に、あるとある和伎者流の由緒、名人不堪の人をきらはす、ひろ小路のひろくもとめ、あま店のあまねくあつめて、それか俳名・定紋・代紋なと をの〳〵かきしるす
 
（同前〔跋〕 ）
　
此冊子も書栄堂のあるしか山振の花の色にめてしひとつ心 たねにて
〔中略〕
、此道にふけりて
〔中略〕
、なほ
こりすまに見ありきしかは、いつし 観伎衆の大先生と りて、四方酒 よもすからは 戯場のことゝもかきをける百家の文、千々の巻々、ふ くとき、はら あちはへるあまり
 
（同前〔跋〕 ）
　
　『役者論語』は元禄歌舞伎の名優の芸談集で、まとめて上梓されたのは安永五年だが、その内容から、本文はもっと早い時期に成立していたと推定される。　寛延元年
（一七四八）
大坂竹本座で上演された人形浄瑠璃『仮名手本忠臣蔵』はただちに歌舞伎化され、再演を
くり返した。その役名 よる芸評集が『古今いろは評林』である。 「院本」とは原作の浄瑠璃正本
（作品全体を収録
した本）
のことで、丸本ともいい
（作品の一部を収録したものは
抜ぬき
本ほん
と称する）
、院本と表記しても「まるほん」と読
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むのが一般的である。ここでは「院本的評論」に「シバイノヒヤウバン」とふりがなをつけている。　『明和伎鑑』が引用する『日本書紀』神代のエピソードは、日本における芸能の濫觴としてよく紹介され、 「俳優」は代表的な訓では「わざおぎ」とするが、ここでは「かぶき」と読ませている。同じく推古紀の「伎楽」は、飛鳥文化
（六世紀半ばより六四五年まで）
が栄えたころに大寺院などでおこなわれた大陸渡来の仮面劇で、古代日本にお
ける東洋的楽舞を代表するもの。ここでは「きやうげん」とかなが振られている。同じく皇極紀にまた「俳優」とあるが、こちらは「しばゐ」と読ませている。同じく『羅山文集』の「歌舞妓」もすべて「しばゐ」 。同じく『和漢三才図会』の「女 」は「をんなしばゐ」 。同書跋の「和伎者流」は やくしやたち」 、 「観伎衆」は「しばゐみ」 、「戯場」は「しばゐ」 。　「戯場」と書いて「しばゐ」と読ませる例はまったくめずらしくなく、寛政七年刊
（一七九五）
の役者評判記『役
者
時さらえこう
習講
』は別名を「戯場一覧」といい、おおむねはこれに「しばゐいちらん」のふりがなを与える。 『時習講』
の板木を流用して成立した劇書に、同一二年刊 『増補戯場一覧』があり、これは「ぞうほしばいいちらん」と読むのがふつうである。　
式亭三馬作『戯場粋言幕の外』
（文化三年ヵ 〔一八〇六〕刊）
は内題によれば「けぜうすいげんまく
〔の〕
そと」
（乾）
と読む。自跋には「芝
しば
居ゐ
好ずき
より劇
しばゐ
場
嫌ぎらい
を看
み
ては痴
たはけ
呆の似
ごと
く、勾
しばゐ
欄
嫌ぎらい
より戯
しばゐ
場好
ずき
を視
み
ては痴
たはけ
呆の如
ごと
し、芝
しば
居ゐ
を好
この
む
痴たはけ
呆
は
勧くはんちやう
懲
を
狂きやう
言げん
と
想おも
ふ
痴たはけ
呆
にして、
芝しば
居ゐ
を
嫌きら
ふ
痴たはけ
呆
は
演きやうげん
劇
を
勧くはんちやう
懲
と
思おも
はぬ
痴たはけ
呆
なり
〔下略〕
」（坤）
とあり、
「芝居」 「劇場」 「勾欄」 「戯場」をすべて と読ませる。そしてここに「演劇」の表記例が出現し、 「きや
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うげん」とふりがなが付されている
（７）
。
　
同じく三馬作『客者評判記』
（同七年刊）
の徳亭三孝による編跋には「
凡すべ
て
文ぶん
人じん
騒さう
客かく
を、
戯しばゐ
場
の
戯やく
子しや
にたとへば、
生たちやく
、
旦おやま
、
両じつ
脚あく
〔実悪〕
、
浄
かたきやく
、
各おの〳〵
神しん
儒じゆ
仏ぶつ
老ろう
荘そう
の
役やく
割わり
ある
中なか
に、
戯け
作さく
者しや
は
打だうけがた
諢
なり。
〔中略〕
秘ひん
密みつ
口こう
贅せい
の
仔し
細さい
ら
しきは
道だうけ
戯形
がた
が
優ざがしら
長
の
真ま
似ね
して
利り
屈くつ
臭くさ
き
演きやうげん
劇
するに
斉ひと
しく
看けん
官ふつ
おきあがれといふて
一ひとり
人
もヤンヤといふものなし、
〔中
略〕
若もし
此この
上うへ
にもお
望のぞみ
ならば、三八の
日ひ
を
定さだ
めて、
近ちか
松まつ
が
院じやうるり
本
を
講かう
じ、五十の日を
約やく
して、
風ふう
来らい
が
狂きやう
文ふん
を
論ろん
ずべ
き歟
〔中略〕
。これは
古こ
今こん
に
未み
発はつ
の
評ひやう
論ろん
、
寔じつ
に
戯しばゐ
場
穿さがし
鑿
の
一いち
大だい
奇き
書しよ
なり」
（下）
とあり、 「戯場」を「しばゐ」 、 「戯
子」を「やく や」 、 「院本」を「じやうるり」と読ませ のは通例ともいえるが、ここにも「
演きやうげん
劇
」の例が登場
する。京劇の用語にあてはめて歌舞伎の役柄を漢字で記し、漢文訓読調にふりがなを多用する、中国白話小説の影響をうけた読本に通じる表記のなかで「演劇」とい ことばはあらわれ始めたということができ 。　
右のように諸書を照会したものの、歌舞伎のわざ
00
を芸能と記す江戸期の例にいきあたることがなかった。今後の
調査により見つかる可能性もあ が、現時点 は、歌舞伎は近世にあってはついに芸能には昇華することができなかった、芸能の場には六芸の香がひと わ濃くただよい、 〈六芸的 るもの〉とは、一般教養、リベラルアーツあったからだ、と解しておきたい。　
江戸時代は身分社会であり、文芸にも身分がある。雅と俗である。和歌や国学はどこまでも雅文芸であって、浮
世草子はいくら流行しても俗文芸である。浮世絵は現代では 江戸時代を代表す 市民芸術」などと自称しているが、どれほど創造的であっ 当時は俗の領域 ある。芸術的に完成度の高い浮世絵も、そうでな も もあるが、
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どちらも俗であることに変わりはない。雅の領域に存在したのは、芸術的に停滞していても幕府大名家お抱えの狩野派絵師たち
（加えるならば宮中の大和絵師たち）
であった。芸能もまた
 　
  古
典
芸
能
化
し
た
能
は
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
なっても、歌舞伎は決してそうはならなかった こうした雅俗の感覚は、近代を経て現代にも揺曳しているようにおもわれる。
三、演劇の発進
　
演劇ということばは漢語から移入され、江戸後期には用いられるようになった。ただし日本的解釈、すなわち歌
舞伎の意味をもって。 『古事類苑』は、古代から慶応三年
（一八六七）
までのあらゆる国書を引用する官撰の類書
（百
科事典）
で、明治二九年
（一八九六）
から大正三年
（一九一四）
にかけて刊行された。そこでは「芝居ハ、シバヰト
云フ、演劇ヲ称ス、芝生ノ地ニ、観客ノ坐スルヨリ出デシ名ナリ、又歌舞妓ト称ス」
（楽舞部一六・芝居上）
と定義
する。文芸の見地からは、明治も一〇、二〇年あたりまで 江戸と変わり く感じられるが、綿密 検証すれば諸種の近代的事象の起点を江戸のなかに見いだすことができる。　
明治一九年に演劇改良会が結成され、演劇改良運動の中心となる。かつて天保改革によりそろって浅草に移転さ
せられた江戸三座
（中村座、市村座、守田座）
の座元のうち、一二代目守田勘弥がいちはやく中心部の新富町に進出
し、九代目市川団十郎は、ここを拠 に史劇をもって歌舞伎改良に邁進しようと た。
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一一年の新富座新開場式において、団十郎が祝辞
（推定執筆福地桜痴）
を読みあげたとき、演劇は公けの場で「え
んげき」と発音され、その目的をも規定されたとい
う（８）
。 「芸といふものは
〔中略〕
、虚にして虚にあらず、実にして
実にあらず、この間に慰が有たもの也」
（元文三年〔一七三八〕刊『難波土産』発端）
という近松のことばに結実する
一つの芸能論が日本芸能の存在意義を長く支えてきた。しかるにそれはもはや「慰み」であってはならない。演劇こと歌舞伎は、 「国家に益なき遊芸」であることは許されなくなっ
た（９）
。この背後には不平等条約改正という政治的
要請が作用していたという
）（1
（
。
　
だが演劇改良会の言説も観念的で、歌舞伎を否定して新しい国劇を創造しようとしたのか、歌舞伎の改良を志し
たのか、その中間だったのか、具体的なところは不明であ
る
）（（
（
。二〇年に天覧劇
（歌舞伎）
を実現したものの、演劇
改良会はその目的を果たさな まま翌年解消し、二一年には日本演芸矯風会と て再出発し、翌年日本演芸協会にひき継がれる。演劇改良運動は著名だが、演劇という語 改良会によって 着し のではなく、そのあと演芸の時代に入るのであ 急進 な欧化から国粋へと 演 協会の方針は振れ動き、団十郎の改良熱も冷めた
）（1
（
。
　
演劇改良会は、歌舞伎以外の舞台芸術、能・狂言、人形浄瑠璃までもその対象とするつもりはなかったようだが
演芸はその範囲をすこしく伸張した。坪内逍遙 る事件の鑑定人として裁判所へ召喚され 経験 ら、演劇と演芸の区別が法廷問題になる場合があり、また世間一般の見解もあいまいであるということを知り、 「演芸と演劇の別」なる一文をものした。事件は三〇年のことで、逍遥が一八―一九 にかけて発表し 『小説神髄』は演劇論を兼ねていた。彼はいかにも鑑定人 ふさわし った。
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劇又は演劇という語は、もし之れを学術上から、最も広い意味に解したら
〔中略〕
、それは頗る広く適用さ
れる語だと思ふ。私は、苟も脚本の体裁を具へたものを舞台上に実演する以上は、之れを一般に演劇と称して当然だと思ひます
〔中略〕
。
　
要するに、二人以上の対話もしく 科
〔みぶり〕
介と行動とによつて、自然に解
わか
るやうに、且つ一寸小説を読んだ時と
同じやうな感興を起させるやうに
脚し
色く
まれた或事件を、人間なり
偶にんぎやう
人
なりが該人物らしく仮装し且つ言動す
ることによつて実現するもの、是れ之れを演劇と云ふ、と定義を下してよからうと思ひます
〔中略〕
。
　
けれども
〔中略〕
実際をいふと、学術上から論評をする時でも、
劇
0
又は
演劇
00
という語は、もつと狭い意味に
使ふのが定例である。
〔中略〕
在来
芝居
00
と呼び慣はして来 者を、明治以来、立派に漢語に翻訳したのに外な
らないのであ から、其内容は甚だ狭い。 なはち、大中小の劇場に於て、正当に且つ正式に、背景、道具、衣装、仮髪 一切を具足して、実演され 新旧の劇並びに之れに準ずべきものだけを指すのらしい。能や能の狂言や偶人劇や茶番や俄や歌
オペラ
劇や
喜コミツクオペラ
歌劇
は除外してゐるらしい。
　
演芸
00
といふ語に至つては、更に一層漠然としてゐる。先づ之れを広い意味に解すると、演芸とは
 　
　　
公衆の娯楽玩賞に供する為に演ぜらるゝあらゆる技術、芸能の、多少遊戯的性質を帯べるもの。
と言つたやうな定義が下される。さうすると、俗に謂ふ歌舞、音曲
（此中には諸派の浄瑠璃は勿論、浪花節も源
氏節も、謡も平家も、薩摩琵琶も筑前琵琶も、端唄も流行唄も、舞ひも踊りも、西洋ダンスも、何かも入る、 ）
講談、
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落語、魔術、曲芸、軽業、曲く乗りを
首はじめ
として、茶番も喜劇も、能も能の狂言も、歌
オペラ
劇も
喜コミツクオペラ
歌劇
も、歌舞伎
劇も新派劇も新劇団劇も、偶人劇も、何もかも入
はひ
ることになる
〔中略〕
。
　
ところが、演芸
00
といふ語には、もう一つ狭い方の意味がある。其狭い意味では、演芸
00
といふのはすべて正当
な組織、正式な上演法で興行される類のあらゆる演劇を除外したものであるらしい。
〔中略〕
俗に座敷芸、寄
席芸 ぞと称するものに近いのを総称する かとも思はれる。もとより此狭義の演芸
00
に属するものゝ中に、演
劇類似の芸が多く混
まじ
つてゐることは事実である。然るにそれらをば特に演芸と称して演劇とは呼ばないのは、
如ど
何う
いふ訳かといふに、之れには、暗に二つの理由があるらしい。
〔中略〕
第一は、其脚本なり、舞台なり、
俳優なり、背景、道具、仮髪なり、其他上演法一切の上に、何等か不備又は不完全な点が多い処から、言はゞ謙遜して演劇とは自称せないのである。第二は もし演劇と名宣つた時分には、忽ち法規
00
に触れる虞れがある
所から、わざと何がしか 不備な点を拵へて 演劇とは別種の物らしくす のである。
〔中略〕
按ふに、これ
は何
いづ
れかといへば、現行の観覧物場取締規則が招致誘引した結果なのであらう
）（1
（
。
　
以上のように、演劇の広義と狭義、演芸の広義と狭義を述べる。広義のほうは両者ともかえって定義を失わせる
ほどだが、狭義のほうは、演劇は事実上歌舞伎、演芸は演劇以外の略式のもので一例を挙げれば寄席ということになる。定義の背景に法的規定が関与していたことが興味ふかい。四〇年には月刊誌「演芸画報」も創刊され、歌舞伎の演出記録を連載するなど歌舞伎界への貢献は大きく の語の定着にも功がある。この演芸は広義である。
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演劇改良会の人々が洋行して接した欧州の演劇とは、ロマン主義が衰退したあとのいわゆる商業娯楽劇であった
とされる。ベルリンにおけるイプセン劇上演の衝撃は一八七四年、イギリスにおける『人形の家』上演は一八八九年である。こうした「近代社会と対峙する個人とその人間関係の解剖
）（1
（
」を中心課題とするヨーロッパ近代演劇を、
日本近代が真に消化するのは容易なことではなかった。小山内薫が二代目市川左団次と提携して自由劇場を結成したのが明治四二年、大正一三年に築地小劇場が開場する 、 はここを本拠に精力的 新劇運動を推進した。演劇といえば歌舞伎よりほかに符合するものはなかった時代が過ぎ、新劇 確立すると、歌舞伎は伝統演劇として逆措定される。　
歌舞伎は芝居であり、江戸後期から「演
しばい
劇」ともなり、明治に入って「演
えん
劇げき
」となり、国劇の性格と義務も付与
され、新劇によって伝統となった。とはいえ歌舞伎も近代のおびただしい試練をくぐり抜けて命脈をつないだのであって、 「伝統」のなかに江戸がそのまま保存されているわけではない。　
西洋演劇はリアリズムの台詞劇、対して東洋のそれは楽舞という印象がある。そ て能舞台のような客席に張り
だした舞台は前近代的で、近代的な劇場は額縁 台を備えていなければならないという。歌舞伎座は花道はあるが舞台はプロセニアム・アーチで囲まれてい 新富町からそうなっ 、折衷的 形式 あ 狂言はせりふ でるし、 『役者論語』を読んでも元禄歌舞伎では科白を主体 する地芸を重んじたことがわ る。中世ヨーロッパでは宗教的な神秘劇が、一四世紀からは世俗的な寓意劇 おこなわれ シェイクスピアの時代の劇場はオープン・ス
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テージであった。西洋演劇も事実は東洋に負けず劣らず多様なのだが、近代日本が情熱をこめて受容したイプセンをはじめとする近代写実劇が、革新的で純粋で本格的な「演劇」として、日本における演劇のありようを短いあいだに定義し直したといえよう。日本演劇は古来より演者主体の性格を有 た 西洋演劇では多分に作品、戯曲が重視される。狂言作者はあくまで脚本家であった。西洋が近代を超克しようとしたとき、旧 たる能や歌舞伎のなかに前衛を見いだ たのは皮肉なことである。　
芸能は演劇になったのだろうか。
　
六芸概念のもとで延展した芸能の語義を、広義には教養一般、狭義には任意の芸能の習熟したわざ
00
と、まとめて
みた。根強い六芸観は昭和になっても滅失する はなかった。俗文芸の雄である歌舞伎は、すくなくとも近世期には、 しなむべき素養としての芸能のうちに入 できなか よう ある。歌舞伎とい 総合舞台芸術を構成するある部分、音曲や舞踊ならば六芸的であ 。　
近代にかけて歌舞伎は演劇となり、演劇となりえたのはある時期までは歌舞伎だけであり、国劇でさえあった。
そのほかは演芸としてくくられた。やがて近代劇として新劇が確立すると 歌舞伎のほ は伝統を冠された。　
逍遥によって狭義に分割定義された演劇 演芸を再び統合しうるのが現代語の
（広義の）
芸能で、それはさらに
こんにち的に展開してい のでは いか。歌 伎がそうであったように、演劇を称するに 一定の完成度が条件となる。演芸のほうには、いつでも時代に応じて柔軟に消長する かな当 性がある。し しそのとき、おそらくある種の 劇は除外される。ギリシャ悲劇やシェイクスピア、コルネイユやラシーヌやモリエール、そしてイプ
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センを芸能とは呼ばないだろう。　
除外されるものとは、つまるところ、西洋演劇ということになるかもしれない。それらは東洋的六芸からあまり
にも隔たっている。なお『風流志道軒伝』も、芸能すなわち教養に数えた茶道、華道は、現代では室内芸能に分類され、日本芸能史の研究対象となっている。遠く『周礼』にさかのぼる六芸の教え 二〇〇〇年を超えて設置された国民学校の芸能科の発想、それらはいまもわたしたちを規定している。かつておぼ た「日本古典演劇」へのいささかの違和感 、そこから生じたとおもわれる。
注（１）
　「芸」は「藝」の略字（新字）とされる。デジタルデータの普及にともない、検索の便宜上、新字旧字の統一がおこなわれるようになった。例外としては、とくに存命の人名については正字（旧字）を採用するほか、新字旧字と認識されることが多いが実は別字であるもの（ 「寝」と「寐」など）も少なくなく、これらを別立てにすることがある。ＪＩＳコード内字か外字かも考慮される 本稿の文字遣いもおおむねこの方針とし、 「藝」を「芸」に統一した。
　　　
だが「○雲〔中略〕王分切二十二〔中略〕
    芸
    香草也設文云／似目宿准南王／説芸草可以死復生雑礼図曰／芸蒿也葉似
邪蒿香美可食也」 （ 『広韻』上平声巻一・文第二十） 、 「○藝
    才能也／静也常／也準也又姓出／姓苑魚祭切八」 （同去声巻第
四・祭第十三）に見るように、 「芸」と「藝」 も もと別字であり、発音も異なる。大まかには「芸」は香草の名であり、本稿で扱う芸能については、東京藝術大学の正式表記と同様、藝能史研究会もその機関誌も「藝能史研究」であり わざや才能、六芸の意を有する「藝」の字を用い のが本来である。
　　　
なお「くさかんむり」の正字は「艸」であり、 「○草
　
説文作艸百卉也経典／相承作草采老切七
　
艸
　
篆文隷／變作
」
（上声巻第三・
第三十二）とされ、 「芸」もその「くさかんむり」はすべて「
」で表記される。 『訂正康煕字典』巻一〇
もこれに同じ。
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（２）
　
守屋毅氏「序論Ⅰ
    芸能とは何か」 （芸能史研究会編『日本芸能史
    一』所収
    法政大学出版局
    一九八二年） 。
（３）
　
野口定男氏訳『史記
    下』 （中国古典文学大系
    平凡社
    一九七五年） 。
（４）
　（２）守屋氏は、 「 『芸』という字の用例を通じてうかがえるのは、まず、中国におけると同じく、日本でも広く技術、ことに学問・武術を意味する一般的用法が先行し、遅れて演技・演戯に限定した、いわば日本語独自の用例が現れるということであろう」と述べ、また「古代・中世を通じて『芸能』という言葉には、一貫した一つの用法があったことは確かである。 〔中略〕その範囲は、時々に『芸』 、つまり わざ が何を指すかによって自在に広狭を生じるのである」 、そしてやがて「対象を歌舞音曲に限定した『芸能』の新しい日本的用法」が発し、 「中国以来の語義が通行するなかで、 『芸能』の新義ともいうべきもの」が派生したとする。
　　　
本稿では、六芸概念の広範な影響を重視し、 「学問・武術を意味する一般的用法」から、こんにち的な芸能への階梯には、
とくに六芸の二に楽がおかれていたためで、かの朝でも「芸妓」 「芸人」等の例があるところから、 「演技・演戯」 「対象を歌舞音曲に限定」した用法は、必ずしも日本独自のもの はな と考える。またそれらは、六芸概念を受容して ち導出され、芸能の語 は広狭にまたがるようになっ が、その状況は古典の時代を通じて、さらには近代以降も持続したというのが本稿の見解である。だが守屋も、 「歌舞音曲に対象を限定した新たな用法の場合であっても 本来の語義は底流に生きているというべ」きだ もする。
（５）
　
折口信夫『日本芸能史六講』 （講談社学術文庫
    一九九二年） 。
（６）
　
武井恭三氏「狂言尽し考」 （同氏『若衆歌舞伎・野郎歌舞伎の研究』所収
　
八木書店
    二〇〇〇年） 。
（７）
　
山田俊雄氏『ことばの履歴』 （岩波新書
    一九九一年）に指摘があるが、掲載箇所を「巻下の序」とするのは、底本を京
都大学文学部国語国文学研究室潁原文庫本とし、その書誌状況によっ も か。
（８）
　
神山彰氏「まえがき
 　
  『近代日本演劇』というアポリア」 （ 『近代演劇の来歴
 　
  歌舞伎の「一身二生」 』所収
    森話社
   
二〇〇六年） 。
（９）
　
倉田喜弘氏「解説」 （ 芸能』日本近代思想体系
    岩波書店
    一九八八年所収） 。
（
10）　
毛利三彌氏「イプセン以前
 　
  明治期の演劇近代化をめぐる問題
 　
」 （ 「美学美術史論集
    六
」
一
九
八
七
年
七
月
）
に
多
くを負うた。
（
11）　
滝田貞治氏「演劇論解題」 （ 『明治文化全集
    文学芸術篇』日本評論社
    一九六七年） 。
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（
12）　
神山彰氏「九代目団十郎の『転向』 」 （ 『近代演劇の来歴
　
歌舞伎の「一身二生」 』所収
森話社
二〇〇六年） 。
（
13）坪内逍遙「脚本に関する訴訟事件の鑑定」 （逍遥協会編『逍遙選集
一一』所収
第一書房
一九七七年） 。
（
14）　（
10）毛利氏。
